
　Ⅰ　「継続独身」と「若年独身」・「若年無子家族」の比較
1．結婚意識

○　結婚の意向について、男女とも、【若年独身】では「結婚意向なし」が１割弱である

　のに対し、【継続独身】では３割弱となっている。

図表1-1．結婚意向（単数回答）(基数：全体） (%)

○　結婚していない理由について、どのグループの男女とも、「適当な相手にめぐり合わ

　ないから」が最も高いが、【若年独身】では「経済力がないから」が、【継続独身】で

　は「親の扶養・同居の問題を抱えているから」が相対的に高い状況となっている。

　　また、【継続独身】の女性では、「義父母や親戚など人間関係が複雑になるから」が

　相対的に高い状況となっている。

図表1-2.　結婚していない理由（複数回答）（基数：婚約中を除く独身者） (%)
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○　結婚のよい点について、男女とも【継続独身】は、「好きな人と一緒にいられる」が

　相対的に低く、「社会的な信用が得られる」が相対的に高い状況となっている。

　　また、女性の場合には、「経済的な安定が得られる」も相対的に高い状況となってい

　る。

図表1-3．結婚のよい点（複数回答）(基数：全体） (%)
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若年独身男性 58.0  53.3  59.3  42.7  16.0  4.7  12.7  22.0  9.3  7.3  6.0  13.3  4.0  

継続独身男性 52.0  51.3  54.7  49.3  28.0  2.0  16.7  16.0  4.7  14.7  10.7  16.7  6.7  

若年無子家族男性 48.7  65.3  74.7  44.7  22.0  4.7  10.0  16.0  6.7  10.7  10.7  8.7  0.7  

若年独身女性 70.0  52.7  62.0  56.7  12.7  15.3  14.7  8.0  10.0  12.0  2.7  6.0  2.7  

継続独身女性 52.7  60.0  54.7  56.0  32.0  28.7  12.7  10.0  16.0  10.7  6.0  5.3  3.3  

若年無子家族女性 51.3  74.7  71.3  60.7  17.3  22.7  14.0  11.3  20.0  8.7  9.3  7.3  0.7  

○　結婚のよくない点について、男女とも【継続独身】は、「義父母や親戚など人間関係

　が複雑になる」及び「ストレスがたまる」が相対的に高い状況となっている。

図表1-4．結婚のよくない点（複数回答）(基数：全体） (%)
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継続独身男性 50.7  47.3  38.7  26.7  4.7  21.3  31.3  4.0  3.3  12.7  0.7  7.3  12.7  

若年無子家族男性 40.7  44.7  50.0  14.7  4.7  9.3  19.3  0.7  9.3  9.3  1.3  4.0  12.7  

若年独身女性 61.3  56.0  46.7  50.7  36.0  19.3  14.0  16.0  12.7  5.3  15.3  8.7  4.0  
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若年無子家族女性 33.3  34.0  37.3  42.7  26.7  16.0  8.0  14.7  10.7  11.3  16.7  4.0  10.0  
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　割弱、女性で７割の者が肯定しているが、【若年無子家族】では男女とも９割を超えて

　いる。

図表1-5．『結婚には喜びや希望を感じる』に対する意見（単数回答）(基数：全体）
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○　 『結婚したい人がいなければ無理に結婚することはない』に対する意見について、男

　女とも【継続独身】は、『女性の結婚』に関して６割の者が、『男性の結婚』に

　関して５割の者が肯定しているが、【若年無子家族】では、『女性の結婚』に関

　して７割の者が、『男性の結婚』に関して６割の者が肯定している。

図表1-6．『女性の結婚』『男性の結婚』への意見（単数回答）(基数：全体）
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○　結婚相手の条件について、どのグループの男女とも、「性格・パーソナリティー」

　及び「価値観・相性」が高い状況となっている。

　　また、特に【若年独身】の女性は、「家事・育児に対する能力・姿勢」が相対的に

　高い状況となっている。　　

図表1-7．結婚相手の条件(回答３つまで）（基数：全体） (%)
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若年独身男性 82.0  65.3  1.3  27.3  15.3  16.0  25.3  8.7  14.7  10.7  1.3  8.0  1.3  0.7  0.0  0.7  

継続独身男性 80.0  52.7  4.0  22.7  14.7  22.7  22.7  8.0  18.0  12.7  1.3  12.7  0.0  0.7  0.7  0.0  

若年無子家族男性 83.3  60.7  0.0  23.3  19.3  16.7  14.7  8.0  3.3  7.3  1.3  8.7  0.0  0.0  0.0  0.0  

若年独身女性 78.7  61.3  47.3  7.3  14.0  8.0  30.0  8.7  9.3  6.0  9.3  1.3  6.7  2.0  0.7  0.7  

継続独身女性 84.0  69.3  45.3  6.0  14.7  12.0  12.0  12.0  7.3  4.7  6.7  7.3  6.7  0.0  0.0  2.0  

若年無子家族女性 88.7  68.0  22.0  6.0  11.3  18.7  8.7  17.3  4.7  6.0  8.0  2.7  4.7  3.3  0.7  2.0  

２．就業意識

○　現在の仕事と私生活のバランスの状況について、【若年独身】及び【継続独身】

　は、男女間にほとんど差はないが、【若年無子家族】では、男性は「仕事中心」が

　７割、女性は「バランスのとれた生活」が６割弱で最も多く、男女間の差が顕著で

　ある。　
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図表2-1．現在の仕事と私生活のバランスの状況(単数回答）（基数：勤労者）

仕事中心

仕
事
中
心

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

私生活中心

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば

私
生
活
中
心

バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
生
活

19.4

11.9

21.5

16.7

12.8

11.1

40.4

47.9

37.7

42.4

25.0

32.4

33.9

23.6

35.1

32.0

55.6

7.4

11.9

5.6

7.0

4.636.1

4.6

12.8

1.8

1.4

3.7

0.0

3.5

7



３．自己意識・社会意識

○　価値観について、男女とも【継続独身】は、「「親孝行」や「恩返し」をすることは

　大事なことだ」という伝統的価値観が相対的に低い状況となっている。また、男性の場

　合は「自己の能力や生き方に自信を持っている」が相対的に低く、女性の場合は「個人

　の権利や自由を尊重することは大事なことだ」が相対的に低い状況となっている。

図表3-1．価値観（複数回答）(基数：全体） (%)
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若年独身男性 62.7  68.0  49.3  58.0  53.3  36.7  28.7  17.3  21.3  22.0  12.7  10.0  5.3  5.3  

継続独身男性 58.7  67.3  40.0  49.3  51.3  46.0  34.7  22.0  23.3  14.0  15.3  6.0  4.7  1.3  

若年無子家族男性 77.3  70.0  42.0  60.7  50.7  39.3  27.3  22.7  20.0  20.0  5.3  11.3  2.7  2.7  

若年独身女性 80.7  70.7  59.3  53.3  57.3  37.3  20.0  14.7  10.7  12.7  3.3  8.7  4.0  0.7  

継続独身女性 64.7  68.7  55.3  38.7  48.0  37.3  25.3  10.7  11.3  10.0  7.3  4.7  0.7  2.0  

若年無子家族女性 82.7  54.0  50.7  57.3  56.7  36.0  23.3  10.7  7.3  15.3  5.3  12.7  1.3  0.0  

○　現在及び将来の不安について、 男女とも【継続独身】では｢自分の健康・病気」、「

　老後の生活」及び「親の介護｣という“自分に直接関わること”が相対的に高い状況と

　なっている。

図表3-2．現在及び将来の不安（複数回答）(基数：全体） (%)

各グループN=150　

家
族
の
健
康
・
病
気

自
分
の
健
康
・
病
気

老
後
の
生
活

国
の
経
済
・
景
気

親
の
介
護

社
会
の
治
安

給
与
・
年
収
の
ダ
ウ
ン

日
本
の
将
来
・
行
方

子
ど
も
の
将
来

リ
ス
ト
ラ
・
失
業

自
分
の
進
路
・
将
来

財
産
・
貯
蓄
の
目
減
り

妊
娠
・
出
産

結
婚
・
離
婚

自
分
の
会
社
の

 
業
績
・
将
来

若年独身男性 44.0  48.7  29.3  51.3  28.0  35.3  26.0  50.0  4.7  23.3  47.3  14.0  2.7  32.0  15.3  

継続独身男性 42.0  68.0  44.7  43.3  38.7  40.7  35.3  38.0  10.7  33.3  29.3  20.7  2.7  35.3  17.3  

若年無子家族男性 56.7  51.3  39.3  54.7  30.0  32.7  45.3  40.0  10.7  29.3  28.7  20.0  22.0  6.0  20.7  

若年独身女性 52.0  52.0  40.0  39.3  39.3  34.7  26.7  31.3  5.3  18.7  51.3  17.3  34.7  50.0  6.0  

継続独身女性 67.3  66.0  64.0  42.7  55.3  39.3  27.3  34.7  11.3  27.3  30.0  18.0  19.3  34.0  8.0  

若年無子家族女性 66.0  44.7  50.7  43.3  37.3  39.3  38.0  30.7  9.3  21.3  14.0  23.3  60.7  4.7  3.3  
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４．少子化についての考え方

○　少子化問題のとらえ方について、【継続独身】は、「ただちに解決すべき重要な問題

　だと思う」又は「できるだけ解決すべき重要な問題だと思う」と回答した者の割合が、

　男性で５割、女性で４割にとどまり、【若年無子家族】に比べて１割程度低くなってい

　る。

図表4-1．少子化問題のとらえ方（単数回答）(基数：全体） (%) (%)
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若年独身男性 48.7

継続独身男性 50.0

若年無子家族男性 60.0

若年独身女性 50.0

継続独身女性 40.7

若年無子家族女性 51.4

５．【継続独身】についてのまとめ

　

　意識する傾向がある中で、精神的な満足感を含め、結婚の意義や大切さを伝える取組を

　更に推進することが必要である。　

○　さらに、「親孝行」や「恩返し」という伝統的価値観が低く、「自己の能力」や「生

　き方」に対する自信も幾分弱く、「自分の健康・病気」、「老後の生活」及び「親の介

　護」という“自分に直接関わること”に不安を抱く傾向がある。

○　したがって、【継続独身】については、物質的な満足感を追求し、個人や自分を強く

○　このような中で、『結婚には喜びや希望を感じる』と受け止める者が、男性では８割

　弱、女性では７割と他のグループに比べて少ないが、実際に結婚している【若年無子家

　族】では男女とも９割を超えている。　

○　【継続独身】は、【若年独身】や【若年無子家族】に比べて、結婚について、「好き

　な人と一緒にいられる」という精神的な満足を得るものよりは、「社会的な信用」や「

　経済的な安定」という物質的な満足を得るものと捉える傾向が強い。また、結婚に伴う

　「ストレス」や｢義父母や親戚などとのつきあい」という面を強く意識する傾向がある。
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